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＊名古屋市科学館学芸課

1．はじめに
　名古屋市役所本庁舎は、1933（昭和8）年竣工の
鉄骨鉄筋コンクリート造りの洋風建築に、和風の瓦
屋根を載せた「帝冠様式」といわれるもので（写真
１）、2014（平成26）年に国の重要文化財に登録さ
れている。その建築デザインばかりが注目されてい
るが、石材の点から見ても極めて貴重な建築物であ
る。内壁には様々な国産大理石が使われており、玄
関ホールの柱や階段手すりに使われている「小桜」
という山口県産の大理石は（写真２）、国会議事堂
と名古屋市役所だけだと紹介されている1）。エレベ
ーター周囲には「美濃黒」と呼ばれる岐阜県大垣市
産大理石が使われている。どの国産大理石も、現在
採掘されておらず、もはや入手困難な石材である。
　ところが、外壁に使われている石材については、
由来がはっきりしていなかった。名古屋市の「国登
録有形文化財名古屋市役所本庁舎現況調査報告書
2）」には「ヒシヤ石貼り」と記載されているが、「ヒ
シヤ石」という石材名を名古屋市発行以外の文献で

見つけることができず、その由来についての記述が
ない。そこで、市役所外壁の石材表面を観察すると
ともに、類似する石材について情報を集め、石材の
由来について調べたので報告する。

2．名古屋市役所本庁舎外壁石材の特徴
　名古屋市本庁舎の外壁に使われている石材は、白
～淡褐色の岩石で、一見して、やや変質した安山岩
のように見える（写真３、４）。しばしば水酸化鉄
の沈殿があり、褐色の濃淡によるリーゼガング状の
縞模様ができている。風化や汚れのために表面観察
が困難な場所が多いが、庇の下では保存状態が良好
であり、比較的新鮮な部分が残っている。肉眼とル
ーペによる観察で、有色鉱物として3mm未満の黒
雲母、白色～淡褐色で2～ 5mm程度の斜長石の斑
晶を含んでいる。新鮮部の石基は白色～淡灰色で、
そこに自形の黒雲母が散在することで、一見、花崗
岩のような見かけとなっている。
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写真１：名古屋市役所本庁舎の外観 写真２： 名古屋市役所本庁舎玄関ホール．階段手摺や柱
に使われている石材は、山口県産石灰岩（大理石）
「小桜」
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3．本庁舎外壁と類似する石材
　日本において当時流通していた石材3）4）のうち、
白～淡色の火山岩は限られており、本庁舎外壁に使
われている石材の候補となりそうなものは次の５種
である。

3-1．月出石（船原石）
　伊豆半島棚場火山の安山岩である。白っぽい石基
に、輝石の5mm未満の短柱状結晶が散在する（写
真５）。国会議事堂外壁に使う石材候補になってい
た3）。K-Ar年代として、1.2～ 1.5Maの報告がある5）。
丸善、逓信省、海軍省、参考館、法科大学等に使わ
れていたという6）。現存する建築物としては、渋沢
史料館の青淵文庫（1925年竣工）に使われている。

3-2．白丁場石
　神奈川県湯河原町で採掘されていた複輝石デイサ
イトである。斑晶として、斜長石、単斜輝石、斜方

輝石、磁鉄鉱を含む7）。新鮮な岩石の石基は灰色～
黒色だが、変質によって白色化した部分があり（写
真６）、その部分が石材として用いられたようであ
る。類似している幕山溶岩のK-Ar年代（0.15 ～
0.20Ma）8）程度と考えられている。現存する建築物
では、日本銀行本店本館（1896年竣工）、旧横浜正
金銀行（現神奈川県立歴史博物館、1904年竣工）、
旧帝国図書館（国立国会図書館国際子ども図書館、
1906年竣工）の外壁に使われている。

3-3．飛
ひ

岳
だけ

石
　熊本県上天草市大矢野島飛岳で採掘されている角
閃石デイサイト9）である。白っぽい石基に細長い角
閃石の斑晶が散在する（写真７）。フィッショント
ラック年代として、4.18±0.33Maとの報告10）がある。
世界文化遺産になっている1887（明治20）年に完成
した三角西港11）に使われているが、建築材料とし
ての利用例は確認できなかった。

写真３：名古屋市役所本庁舎外壁の石材（割肌仕上げ部分） 写真５：渋沢史料館青淵文庫外壁の「月出石」

写真４： 名古屋市役所本庁舎外壁の石材（ビシャン仕上
げ部分）

写真６： 国立国会図書館国際こども図書館（旧帝国図書
館）外壁の「白丁場石」
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3-4．島崎石
　熊本市西区島崎町の石神山で採掘されていた角閃
石デイサイトである。白い石基に1～数㎜の角閃石
の自形結晶が散在する（写真８）。フィッショント
ラック年代として、約1.12Ma（更新世）との報
告12）がある。古くから優良石材として有名だった
らしく、熊本城の石垣の一部に使われている13）が、
建築材料としての利用例は見つけられなかった。

3-5．由良石
　香川県高松市由良山で採掘されていた黒雲母デイ
サイトである14）。斑晶として、自形の黒雲母と斜長
石を含む（写真９、10）。形成年代は不明であるが、
瀬戸内火山岩類であることから、16～ 12Ma15）と考
えられる。
　1966年、皇居宮殿東庭の敷石に使われた16）が、
2013年に張り替えられた。

4．考察
　名古屋市本庁舎外壁の石材として用いられた可能
性のある石材の中で、有色鉱物が黒雲母である岩石
は、由良石のみである。外見や構成鉱物も由良石に
酷似している。科学的な裏付けをとるためには、年
代測定できればベストであるが、外壁の剥離片など
で薄片を作成しての顕微鏡観察やXRDによる石基
の鉱物同定などが必要であろう。しかし、文化財で
ある市庁舎外壁をサンプリングするわけにはいかな
い。そこで、由良石について香川県図書館に依頼し
て文献資料を調べて頂いたところ、地元の郷土
誌18）に「東京帝国ホテル、歌舞伎座、東京帝大附
属病院、名古屋市役所に使われた」という記載を見
つけることができた。一次資料ではないものの、少
なくとも名古屋市庁舎の一部に使われていると考え
て良さそうである。
　また、同郷土誌18）に由良石が使われたと記載さ
れている建築物の中で、現存しているのは名古屋市

写真７：「飛岳石」（天草市立御所浦白亜紀資料館蔵） 写真９：由良山麓の清水神社で使われている「由良石」

写真８：「島崎石」（熊本城の石垣） 写真10： 「由良石」のサンプル（横約 8cm）
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役所だけである。皇居宮殿東庭の敷石も張り替えら
れていることから、名古屋市本庁舎は由良石の使わ
れている唯一の歴史的建築物である可能性が高い。
このことは、文化財としての名古屋市庁舎の価値を
高める事実と思われる。一方で、由良石の採掘は停
止していることから、文化財として保存・修復して
いくためには、石材調達に関し、何らかの対応が必
要となるだろう。
　名古屋市が作成した文書において、外壁の石材に
ついて、なぜ「ヒシヤ石」という記載になっている
のかは、手がかりがなく不明である。根拠のない憶
測であるが、石材業者の屋号であったか、石材表面
に特殊なハンマーで細かな凹凸をつくる「ビシャン
仕上げ」の「ビシヤン」を石材名と誤解したのかも
しれない。あるいは、取扱業者の屋号なのかもしれ
ない。
　建築当時、外壁用石材として北木石などの花崗岩
が普及していたにも関わらず、名古屋市役所の外壁
には、あえて由良石が選ばれたのは、なぜだろう
か。名古屋市役所建築当時、市内に花崗岩を使った
建築物がなかったわけではない。1906年竣工の日本
銀行名古屋支店（現存せず）は、赤い化粧煉瓦と花
崗岩（北木石）が使われていたという20）。市役所隣
接する愛知県庁舎（1938年竣工）の外壁にも、旧三
井銀行（現三井住友銀行）名古屋支店（1935年竣工）
にも、北木石と思われる花崗岩が使われている。明
治屋ビル（1938）の外壁は岡山県産花崗岩（万成石）
である。名古屋市本庁舎建築時は、国会議事堂建設
中でもあり、すでに花崗岩が近代建築物の外壁材料
として普及していたはずである。それでもあえて由
良石を選んだ理由として挙げられるのは、加工しや
すさと輸送コストである。日本銀行本店に使われた
白丁場石も、花崗岩と混用しても違和感がない外見
であるうえに、花崗岩に比べて加工がしやすく低コ
ストな石材であったことから採用された考えられて
いる21）。由良石以外で、外見が花崗岩に似た火山岩
の供給地は、伊豆半島か九州である。名古屋であれ
ば、香川県の由良石が、低コストで輸送できたと考
えられる。工期を縮めて、輸送コストを軽減するこ
とで、建築費を節減するため、香川県産の由良石が
選択されたと考えるのが妥当と思われる。

5．まとめ
　名古屋市役所本庁舎外壁に用いられている石材
は、香川県高松市由良山産の黒雲母デイサイト、石
材名としては「由良石」だと考えられる。科学的検
証のためには、市役所外壁の石材を直接調査する必
要がある。
　高松市由良町以外の歴史的建造物で、由良石が大
規模に使われているのは名古屋市役所本庁舎のみと
思われ、石造建築物の文化財として極めて貴重であ
る。由良石の採掘は停止しており、同じ石材での修
復は不可能であることから、適切な保存が期待され
る。
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